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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

教務委員 就職委員 空手部顧問 教職員組合委員長

所属学会

研究課題

西洋古代末期

学生たちとギリシア語、ラテン語、ドイツ語、フランス語の自主勉強会を継続的に行った。

・堺よみうり文化センターにて1年間講師を務める。講座名「キリスト教とイスラーム」
月一回水曜日13時―15時
・NHK京都にて講演：演題「コンスタンティノープルの競馬：民衆と専制君主の直接対話」講座
『ちょっと意外なギリシア・ローマの歴史とその周辺』の一回を担当。平成22年2月8日。

最終学歴

現在の専門分野

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

西洋古代末期の地中海世界における社会・文化変容（ジェンダー、エスニシ
ティ、社会規範の変容など）

同志社大学文学研究科文化史学専攻博士後期課程単位取得退学

文学修士

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、日本オリエント学会、地中海
学会、キリスト教史学会、西洋史研究会、日本ビザンツ学会、西洋中世学会、史
学会、史学研究会、関西学院大学西洋史研究会、古代世界研究会
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古代史研究会（京都大
学・南川高志）

2009年度西洋史研究
会大会（東北大学：坂
本浩）
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著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要

第58回日本西洋史学会小シンポ
ジウムの記録。南川高志編集。
筆者担当分は71-72頁。

左記研究会における同署合評会に
おいて、評者（単）を務めた。

左記研究会大会シンポジウににお
いて、3人の発表者にたいするコメ
ンテータ（単）を務めた。


